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留
萌
消
防
組
合
小
平
消
防
団
の
出
初
式

が
１
月
８
日
に
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
町
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。　

　

観
閲
式
で
は
、
団
員
と
消
防
車
両
が
整

列
す
る
な
か
、近
江
副
団
長
先
導
の
も
と
、

留
萌
消
防
組
合
副
管
理
者
の
関
町
長
を
先

頭
に
、
来
賓
の
方
々
が
閲
団
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
同
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
小
平
町
表
彰
・
消
防
団
長
表

彰
の
授
与
並
び
に
北
海
道
消
防
表
彰
等
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の
書
初
め
大
会
が
１
月
９
日

に
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参

加
し
た
小
学
生
が
保
護
者
や
書
道
指
導
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
受
け
な
が
ら
力
強
く
筆
を

ふ
る
い
ま
し
た
。

　

特
選
に
は
、外
山
萌
愛
さ
ん
（
小
学
１
・

２
年
の
部
）、
中
原
禅
さ
ん
（
小
学
３
・
４

年
の
部
）、
大
滝
紘
太
郎
さ
ん
（
小
学
５
・

６
年
の
部
）
が
選
ば
れ
、
他
の
入
選
作
品

と
共
に
同
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
に
平
成
30
年
小
平
町
民
新
春

交
礼
会
が
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
各
界
の
関
係
者
や
一
般
参
加
者
ら

１
１
０
名
が
出
席
し
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

年
頭
の
挨
拶
で
は
、
関
町
長
が
「
誰
も

が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と

共
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
新
年
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
る
も
い
農
業
協
同
組
合
の

橋
村
勉
組
合
長
の
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴
が

行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
歓
談

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

防
災
・
防
火
を
誓
う

　
　

　
　
　
　
　
　

小
平
消
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各
界
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交
流
深
め
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平
成
30
年
小
平
町
民

　
　
　
　  

新
春
交
礼
会

関町長らによる閲団

力強い筆づかいで書き上げる参加者

交流を深めた新春交礼会

安全操業と豊漁を願う祈祷 （鬼鹿）

気
持
ち
新
た
に
書
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　                                  

          

第
29
回
小
・
中
学
生

　
　
　 

書
初
め
大
会

　

１
月
11
日
に
臼
谷
・
鬼
鹿
両
地
区
で
大

漁
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
鬼
鹿
地
区
で
の
祈

願
祭
に
は
、
新
星
マ
リ
ン
漁
業
協
同
組
合

の
組
合
員
を
は
じ
め
、
青
年
部
や
女
性
部

な
ど
約
70
名
が
出
席
し
、
一
人
ひ
と
り
神

前
に
玉
ぐ
し
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
臼
谷
地
区
で
も
大
漁
祈
願

祭
が
行
わ
れ
、
約
80
名
が
今
年
一
年
の
安

全
操
業
と
豊
漁
を
願
い
ま
し
た
。

安
全
操
業
と
豊
漁
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                  

              

臼
谷
・
鬼
鹿
地
区

　
　
　
　  

大
漁
祈
願
祭
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